
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

指標名 
目標値
(H30) 

不登校児童生徒の 

出現状況 
822 人 

いじめの認知件数 ０件 

背景やこれまでの取組 

◆子どもたちが企画するいじめゼロプロジェクト 

・ 児童会，生徒会が中心となり，いじめ根絶に向けた取組 

・ 小中学校の代表生徒が「いじめゼロサミット」を企画 

・ 毎月 10 日「いじめゼロの日」「いじめゼロ宣言」に基づく学校の取組 

◆子どもたちを守る学校ネットパトロール（H26 年 8 月～） 

  ・ 非公式サイト等を検索・監視，ホームページで情報提供や相談窓口を開設 

家庭・地域・関係機関の連携 
不登校・いじめの未然防止・早期発見・即対応 

いじめ防止対策推進法（平成 25 年９月）を踏まえた対応 

平成 ８年度～  SC 配置開始（随時配置拡大） 
平成 18 年度   福岡県筑前町いじめ問題 
平成 20 年度～  SSW 配置開始（随時配置拡大） 
平成 21 年度～  不登校対応教員配置開始（随時配置拡大） 

Q-U アンケート実施開始 
    平成 23 年度   大津中２いじめ問題 

平成 25 年度   教員対象に不登校やいじめリーフレット配付 
  平成 25 年度～  いじめゼロサミット開催 
  平成 26 年度   川崎市中１殺害事件 

平成 26 年度～  ネットパトロール開始 

◆不登校児童生徒数の推移          ◆SSW の配置状況          ◆いじめの認知件数の推移        ◆学校ネットパトロールの総検知数 
        

１ これまでの取組 

福岡市いじめ防止基本方針の策定（平成 25 年度） 

福岡市いじめ問題対策連絡協議会設置（平成 26 年度～） 

福岡市いじめ防止対策推進委員会条例（附属機関設置）（平成 26 年度～） 

学校基本方針の策定といじめ防止対策組織の設置（平成 26 年度～） 

福岡県警（スクールサポーター）と学校との連携 

 

 

 減少 

◆SC を中学校・高等学校・特別支援学校に配置 （７３校）  

◆SSW を配置 （２４名） 

◆不登校対応教員を配置（２４校） 

◆Q-U アンケートを小４～中３まで拡大実施 

◆NPO と共働で保護者を支援（不登校よりそいネット事業） 

不登校のさらなる減少をめざして いじめゼロをめざして 

２ 平成 27 年度の主な取組 

【参考】平成２５年度 ◆小中学校の児童生徒千人あたりの不登校児童生徒数  福岡市 ８.６人，全国 １１.７人   ◆小中学校の児童生徒千人あたりのいじめの認知件数  福岡市 ０.４６件，全国 １７.０４件 

 

子どもたちが安全に安心して過ごすことができる学校 

増加 
減少 

減少 

３ 成果指標 

※ SC ： スクールカウンセラー 

※ SSW ： スクールソーシャルワーカー 

※ Q-Uアンケート：楽しい学校生活を送る 
ためのアンケート 

いじめゼロサミットのようす 

資料５ 不登校の子どもへの支援・いじめの未然防止 


